
ドイツにおける1,200名以上の被験者評価に基づいた、
機能的便益と安全性に対する活動レベル/年齢/病
因による影響 

以前使用していた義足と比較した場合、C-Legは： 
→1日の試着でも機能的な利点の活用率は高い 
  （83% - 95%の範囲、歩行補助具の使用が減少46%） 
 
→機能的な利点の活用は、年齢、活動レベル、病因より独立している 
  最大の相関関係 ＜ 0.251 
 
→年齢、活動レベル、病因による、診断予測は意味がない 
  0.7% - 9%の範囲 
 
→試着のみであっても、活動レベルに明らかな変化を観察する事ができる 
  被験者50%の活動レベルが、MFCL2 から MFCL3へ向上 
  被験者22%の活動レベルが、MFCL3 から MFCL4へ向上 
 
→転倒に対する恐怖心が86%減少した 
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対象製品 

主要所見 



→C-Legにより歩容が改善した 

以前使用していた義足と比較した、C-Legの転倒に対する恐怖心 

調和した歩行パターン 
（被験者88-95%） 
  

健足の負担緩和 
（被験者95%） 
  

スピード変化させた歩行 
（71-93%） 

歩行補助具の使用削減 
（23-29%） 
  

歩行中の注意分散 
（81-88%） 
  

歩行努力 
（81-88%） 

対象： 
義足： 
切断原因： 
 
平均年齢： 
切断からの経過年数： 
活動レベル：           

1,223名（大腿義足84%、膝離断13%、股義足3%） 
報告なし 
外傷（43%）、血管疾患/糖尿病（26%）、腫瘍（13%）、感
染（6%）、戦傷（4%）、奇形（2%）、他（6%）、不明（13%） 
55.6 ± 15.1歳 
17.5 ± 18.9歳 
K2（38.4%）、K3（39.2%）、K4（6.5%）、（K1（6.1%）評価 
より除外） 

個体群 

軽減 

増大 

変化なし 



参照文献 研究デザイン 

C-Leg/C-Legコンパクト試着のデータは、診察中、調整中、製品サティフィケート中
に約445の義肢装具製作施設より集められました。 
 

結果 

項目 評価法 C-Legの結果 評価* 

C-Legの反
響 

グループごとの相
関関係 

年齢、活動レベル、病因は、C-Legの恩恵を受けるための
被験者の能力と相関しない。（Kendal tau -0.251 < r 
<0.140） 

++ 

診断能力 年齢、活動レベル、病因には、結果を予想するための診断
力はない。 
 
安全性の認知：                  1.9% 
健足の負荷軽減：               0.8% 
注意の分散：                     3.7% 
歩行パターンの協調性：        0.7% 
歩行スピードの変化：            9.0% 
労力の軽減：                     1.4% 
歩行補助具の軽減：            6.4% 

++ 

平地歩行 

 
義肢装具士のアン
ケート 

健足の負担軽減は、被験者の95%（95%）で記録された。 
 
被験者の95%（88%）で、歩行パターンの協調がみられた。 
 
歩行スピードを変化させる能力は、被験者の93%（71%）で向
上した。 
 
被験者の23%（29%）では、歩行補助具の使用を軽減する事
ができた。 

n.a. 
 

n.a. 
 

n.a. 
 
 

n.a. 
 

認知的受
容 

義肢装具士のアン
ケート 

歩行中に注意を分散できる能力が、94%（85%）向上した。 n.a. 

エネルギー
消費 

義肢装具士のアン
ケート 

歩行に対する労力が、被験者の88%（81%）で減少した。 n.a. 



項目 評価法 C-Legの結果 評価* 

安全性 被験者への調査 被験者の82%が、12カ月以内に少なくとも1度転倒、49%が
複数回転倒していると報告した。 
 
転倒への恐怖心が全ての年齢層と活動レベルで86%減少し
た。 
 
被験者の83%（91%）が、明らかにまたは非常に明らかに安
全性が向上したと報告した。 

n.a. 
 
 

++ 
 
 

n.a. 
 

活動性、可
動性、ADL 

 

MFCL 試着前にMFCL2と評価された被験者の50%が、C-Legを装
着しMFCL3であると再評価された。 
他の17%はクラス内で活動レベルが向上したと報告され。 
 
試着前にMFCL3と評価された被験者の22%が、C-Legを装
着しMFCL4であると再評価された。 
他の29%はクラス内で活動レベルが向上したと報告された。 

++ 
 
 
 

++ 
 
 

*評価の表示について：変化なし（0）、プラスの傾向（+）、マイナスの傾向（-）、顕著な結果（++/--）、範囲外（n.a） 

トライアルフィッティングは、C-Legの適応者を見極めるために、適切で有用な
方法である。これら事前に選択された適応者グループでは、機能的な便益の
高度な利用が確認できる。C-Leg使用者人口で観察された結果と比較すると、
高度な利用の程度は同等である。全ての年齢層、活動レベル、切断病因の
対象者を見る事ができる。 
  

安全性、特に転倒は、大腿切断者にとって深刻な問題であり、被験者が転倒
した年間の割合は、過去に報告された割合より増えている。 
  

年齢、活動レベル、切断病因は、 C-Legを装着した際に機能的な利点を活
用するための被験者の能力とは相関しない。いずれのパラメーターも結果に影
響力を持たない。むしろC-Legの試着により、活動レベルの評価に大きな影響
をもたらす事を観察した。従って、個人の潜在能力の区分は、被験者の潜在
能力を明らかにするために必要であり、人口統計学的要因と特に活動レベル
の区分を使用する事は、これらの評価を認めないという正当な理由ではないと
結論づける。 
（Hahnなど、2015） 
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